
※主な事業とは、市が実施しようとする新規事業・投資的経費等を中心に抜粋したもので、市が行う全ての事業を掲載したものではありません。

市民活動部 （単位：千円）

担当課 小事業 要求額 要　求　内　容 査定額 査定理由

協働推進
課

ボランティアセンター運
営管理経費

2,651 ボランティアセンターの空調設備設置 0 D

協働推進
課

地域自治協議会設立準
備支援補助

1,735 地域自治協議会の設立準備支援 0 E

文化振興
課

文化振興施設整備事業 146,319 文化施設を計画的に改善・補修し、施設の整備を図る事業 47,300 D

文化振興
課

国民文化祭事業経費 35,639
2017年秋に開催される「第32回国民文化祭・なら2017」・「第17回全国障害
者芸術・文化祭なら大会」の実行委員会負担金

17,000 C

文化振興
課

ジュニア合唱団コン
サート開催経費

738
姉妹都市べルサイユ市から来日するジュニア合唱団のコンサートを開催し、
音楽文化による国際交流を図る。

700 B

文化振興
課

写真美術館管理経費 7,644
写真美術館に収蔵している入江泰吉写真作品をデジタル化するための機
材及びハイビジョン用プロジェクター購入に要する経費

6,700 B

文化振興
課

なら100年会館運営管
理経費

27,313
なら100年会館の自動火災報知設備、中央監視盤設備等の更新及び中
ホール用プロジェクター購入に要する経費

9,000 D

文化振興
課

入江泰吉没後25周年
事業経費

500
入江泰吉没後25年にあたり、彼の遺した作品を通じて日本の美・大和の美
を学び、語り継ぐため、シンポジウムや出前事業を行う。

400 B

東アジア文
化都市推
進課

東アジア文化都市事業
経費

9,900
2016年東アジア文化都市日本代表都市として、中韓のパートナー都市との
継続的な文化交流を図る。

9,400 B

東アジア文
化都市推
進課

文化創造発信事業経費 95,000
2016年東アジア文化都市の成果を今後につないでいくため、そのノウハウ
を生かした継続的なアートプロジェクトを推進する。

0 E

スポーツ振
興課

スポーツ推進計画見直
し経費

4,353
計画策定から5年経過し、産業スポーツの活性化などスポーツ環境が大きく
変化したため、推進計画の見直しを行う。

0 E

スポーツ振
興課

スポーツ広報板設置 1,477 鴻ノ池運動公園内のイベント告知看板設置 0 D

スポーツ振
興課

東京オリンピック推進経
費

6,056
東京オリンピック・パラリンピックの開催に向け、オーストラリアを相手国とし
た事前キャンプ誘致を含むホストタウン推進に要する経費

0 E

スポーツ振
興課

西部生涯スポーツセン
ター屋内施設改修事業

33,090 西部生涯温水プールの非常用バッテリー更新及びボイラー改修工事 24,300 D

スポーツ振
興課

鴻ノ池球場改修事業 60,050 鴻ノ池球場のトイレ改修工事 0 D

スポーツ振
興課

コミュニティスポーツ施
設整備事業

9,524 七条コミュニティスポーツ会館アリーナ照明のLED化工事 7,000 B

スポーツ振
興課

鴻ノ池陸上競技場一種
公認改修

85,107 鴻ノ池陸上競技場一種公認更新に要する経費 69,000 D

スポーツ振
興課

鴻ノ池陸上競技場改修 35,003 大型映像表示装置設置に伴う設計委託 19,000 C

スポーツ振
興課

中央武道場改修事業 76,514 中央武道場の内部改修工事 54,500 D

スポーツ振
興課

鴻ノ池運動公園駐車場
整備事業

107,250 旧青年の家解体撤去及び跡地の駐車場整備工事 0 F

スポーツ振
興課

運動公園整備単独事業 75,240
鴻ノ池運動公園みどりの丘再整備に伴う設計委託及び第一駐車場周辺整
備工事

60,000 B

人権政策
課

環境改善施設整備事業 84,904 環境改善施設の改修及び撤去工事 30,500 D

人権政策
課

杏中公園整備事業 3,921 「社会学の父」米田庄太郎生誕の碑がある杏中公園施設の整備 0 D

男女共同
参画課

ＤＶ防止施策経費 7,820 配偶者暴力相談支援センター機能拡充に要する経費 3,300 B

平成29年度　主な事業の要求・査定状況



査定理由 Ａ：要求どおり全額を認めているもの

Ｂ：単価・数量・金額を精査し、所要額を予算措置したもの

Ｃ：実施方法の変更や内容の見直しを行い、所要額を予算措置したもの

Ｄ：優先順位をつけ、一部もしくは全部を次年度以降に先送りしたもの

Ｅ：実施時期・事業効果の検討等、内容調整が必要と判断したもの

Ｆ：国の補正予算を活用して、一部もしくは全部を平成28年度に前倒ししたもの


